
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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　『鬼が棲む』と里人は恐れ、近づくことのない那須野ヶ原の黒塚へ、那智の東光坊の山伏・阿闍梨祐慶大法員(あじゃりゆうけい
ほういん)と剛力(ごうりき)がさしかかる頃、日が暮れました。そこで、柴の庵(粗末な小屋)を見つけ、剛力は一夜の宿を願い尋ねる
と、無理難題を押し付けられ、借りることを諦めます。この宿主こそ、里人に恐れられている金毛九尾(きんもうきゅうび)の狐の化
身だったのです。
　我が身の業を恥じた狐は仏法に救いを求めますが、性(さが)と因果からは逃れられず、夜半、本性を現します。危く逃げた二人で
したが、たちまち追い来た狐に剛力は襲われてしまいます。その後、弓の名人・三浦ノ介(みうらのすけ)、上総ノ介(かずさのすけ)に
よって悪狐は退治されます。悪狐は、絶命の時、「毒石となって世に害を放ってやる」と言い残します。
　この物語は、「安達ヶ原の鬼女の伝説」と「那須野ヶ原の殺生石(悪狐)の伝説」この二つの伝説が組み合わされた物語です。

第二幕『黒塚』（くろづか）
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　平安時代、宇多・醍醐（だいご）天皇の代に菅原道真（みちざね）はその文才を認められ、右大臣まで上り詰め、世にも稀な出世を
します。これを妬んだ左大臣・藤原時平（ときひら）は謀（はかりごと）をめぐらし、道真を落とし入れます。九州・太宰府に左遷され
た道真は無実を訴えますが許されず、その地で無念の死を迎えます。すると、都では天変地異が続き、大きな雷鳴がとどろいたと
言います。道真は雷神となり、鬼となり果てた時平を討つという物語です。
　その後、道真は北野神社に祀られ、学問の神さまとして広く親しまれ、各地に天神さんの分社が設けられました。
こうした道真の話が、謡曲「雷電」や神楽「天神」となったと言われています。

第一幕『天神』（てんじん）

雄鹿原下組神楽団プロフィール ～山県郡北広島町～
明治初期に島根県の七城より伝承された石見神楽の優雅な六調子の旧舞を先輩各位から受け継いだ舞方を変えない様に
演じる事を頑張っています。　
毎年、地元の神社で奉納神楽を2回程度公演をしています。
近年団員が少ない状況では有りましたが、徐々に若い団員が入団し、伝統の基本を振り返りつつ、今まで舞えなかった舞の
堀りお越しにも努めて行きたいと思っております。

おがわらしもぐみかぐらだん


